








Copyright (c) 2018 木村光伸
















The role of ontogenetic development and its social relations of 
Japanese monkeys
 Koshin KIMURA 


























































































 　社会人類学における社会構造の研究は， Homo sapiens という種内に見られる社会構造の諸変
異と，それら相互の間の系脈を明らかにすることを主題としてきた。それに対して，霊長類か
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